レジ袋削減をめざす環境団体並びに自治体担当職員の皆様へ

「レジ袋有料化推進チーム」
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2002年から、私たちは皆様のご協力をいただいて、スーパー、商店街などの店頭で聞き取り調査をし、その結果を元にチェーンストア協会などと話し合いをするなど、レジ袋の削減に取り組んできました。

昨年、容器包装リサイクル法が改正され、レジ袋の削減は盛り込まれましたが、残念ながらレジ袋の「有料化」は先送りされてしまいました。

一方、今年の1月から、京都市のジャスコ(イオン)と杉並区のサミットストアが、レジ袋の有料化に踏み切りました。両スーパーとも、レジ袋の辞退率が80%から85%と、これまでの20%から30%を大きく上回っています。

これに続き、大阪のイズミヤやョーカ堂も有料化を進めており、仙台市は6月から、名古屋市は今年の秋から有料化をスタートするとしています。これを機会に、レジ袋の有料化をさらに進めるために、私達は多くの消費者団体・環境団体等と一緒に、「レジ袋有料化推進チーム」をつくり、新たに活動を展開することにいたしました。

· ★★今後の活動★★★　

　　 
●２００７年１０月５日（金）のレジ袋ノーデイに、スーパーとの協働で、

出口で全国統一アンケート調査を実施します。 
　　併せて、マイバック展示会やふろしきの包み方講習会も実施します。

☆統一アンケート内容☆   

① 一人年間何枚レジ袋をもらっていると思いますか?100枚,200枚,300枚

②今日あなたはレジ袋をもらいましたか?　はい、いいえ

③もらった理由は? くれるから、持ってくるのを忘れたから、使うから

④レジ袋の有料化は賛成ですか? はい、いいえ

★この他にも、各地域で調査項目を追加してください。

　

　●地域の大学生協に、レジ袋の有料化を働きかけていきます。

　　　千葉大学では既に実施し、辞退率は90%を超えています。

　　　他の大学でも動き始めており、3R全国ネットのHPで紹介していきます。

　　　大学での取り組み情報をお知らせください。

●自治体関係者や消費者団体にもさらに参加を呼びかけていきます。

現在参加している団体が呼びかけ人になります。

●定例会：毎月第４水曜日の午後２時～４時。 
　　場所：飯田橋セントラルブラザ（飯田橋駅ビル）17F内の学習室。　 
　　毎月の定例会に、先駆的な自治体やスーパーの担当者を招き、意見交換

をします。(2月杉並区井山課長、3月イオン上山部長) 
●　次回意見交換会

日時：２００７年４月２５日(水)　１４：００～１６：００

場所：飯田橋セントラルブラザ(飯田橋駅ビル)　17階Cルーム

講師：大野郁宏さん(西友CSR推進室社会環境グループマネジャー) 

どなたでも奮ってご参加ください。
　　　　　　　　　　　

　連絡先　容器包装の3Rを進める全国ネットワーク　℡3234-3844 Fax3263-9463

　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
★レジ袋の有料化を検討している（動きがある）大学生協やスーパーを 
　知っている方は、お知らせください。
文責　中井

